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福祉資金貸付手続き　市と福祉公社の関係図 別 紙１

②①の契約書を添えて申請書を提出（公社経由）

利用者 ③審査のうえ、貸付限度額等について審査・決定 武蔵野市

⑤担保物件に対し、所有権移転請求権仮登記・根抵当権設定を行う

⑥サービスの提供及び福祉資金の振込 ⑧利用者に代わって貸付金の請求
福祉公社

⑦サービスの支払いの代金に代えて、 ⑨貸付金の支払い（３ヶ月ごと）
福祉資金貸付の請求と受領につき委任状を提出

(1)利用要件…①市内に１年以上居住②福祉公社と家事援助給付契約を締結していること③貸付金の償還が確実と認められること
(2)貸付の種類 金額等
　①有償在宅サービスに要する費用 サービス使用額
　②生活費 ８万円以内/月/１名
　③医療費 月額70万円以内
　④住宅改良費 １件100万円以内
　⑤その他 必要額実費
(3)貸付利率 毎年３月１日現在の長期プライムレート（単利）
(4)担保物件 居住している住宅及び敷地（マンション含む、ただし条件あり）

①家事援助等給付契約

④金銭消費貸借契約
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